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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本にある「外国人学校」のなかから 15 校ほどを事例

として選び、その教育の実態と課題を明らかにし、トランスナショナル化が進む社会における

その意義と可能性の探究を試みた。具体的に扱ったのは、「中華学校」「コリア系学校」「インタ

ーナショナル・スクール」「ブラジル人学校」の４つのタイプの学校である。その教育実態はさ

まざまな住民の多種多様な教育ニーズを反映するものであり、日本の公教育システムのなかで

の位置づけをより確かなものにする必要性が見出された。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, we explored the characteristics of foreign schools in 

Japan and extracted the issues around them to be solved. Doing this, we tried to identify 

the potential and social significance they embrace. Four types of foreign schools were 

scrutinized : “Chinese schools”, “Korean schools”, “International schools” and “Brazilian 

schools”. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究の主題である「外国人学校」は、日

本社会のなかではいわば「日陰」の存在であ

る。しかしながら、高校授業料の無償化とい

う前民主党政権の政策との関係で、外国人学

校の代表格である朝鮮学校の教育内容が争

点の一つとなったことは記憶に新しい。 

 ここで言う「外国人学校」とは、「各種学

校の認可を受けている（一条校をふくむ）、

外国人を主たる教育対象とする学校」のこと

で、2009 年の段階で全国に 110 校あまり存在

した（内訳：朝鮮系 73 校、韓国系 4 校、中

華系 5校、ブラジル系 5校、インターナショ

ナル系 21 校、他 3 校）。 

 日本における外国人児童生徒の研究は、代

表自身が行ってきた研究もふくめ、1990 年代

以降、いわゆる「ニューカマー」がいかに日

本の学校に適応しているかという問題を軸
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に展開・蓄積されてきた。具体的には、言語・

学力・進路・アイデンティティ等といったテ

ーマが探究されてきたが、それらはあくまで

も日本の公立学校を対象として展開されて

きたものであり、本研究の対象とする外国人

学校は、「暗数」として処理されてきたにす

ぎなかった。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、日本に存在する「外国人

学校」（多くが各種学校、一部「一条校」あ

り）の実態と課題を教育社会学的視点から明

らかにすることにある。 

 具体的には、事例校の学校関係者・保護者

に対する聴き取り調査や授業・行事見学等を

通じて、以下の３つのトピックについての検

討を行う。すなわち、（1）外交人学校の全体

像の把握、（2）保護者の教育戦略の解明、（3）

学校関係者の経営戦略の解明。 

 上記の作業を通じて、グローバリゼーショ

ンのもとで増大しつつある「人の移動」に柔

軟に対応可能な、今後の公教育制度のあり方

を考えるひとつの知識基盤の提供を図る。 

 

 

３．研究の方法 

 2 年間のなかで、以下の作業を行った。 

(1）外国人学校の全体像の把握。これについ

ては、「外国人学校・民族学校の制度的保守

を実現するネットワーク」という民間組織が

一定の整理を行っているのが、唯一の先行研

究であった。本調査では、出版・公開されて

いる文書資料を最大限の努力を傾け収集・分

析することによって、その教育理念・経営実

態・指導内容等の全体像の把握を試みた。 

(2) 保護者が外国人学校に子どもを通わせ

る要因の体系的解明。整理の枠組みとなるの

が、P.ブルデューの「教育戦略」の概念であ

る。対象となる保護者の多くが、母国と日本

の両方に拠点をもつ「往還する人々」（欧米

の 移 民 研 究 の 用 語 で 言 う circular 

immigrants）であり、彼らが駆使する教育戦

略の諸相を、上記の 4タイプそれぞれについ

て 3～6 校の事例校を定め、保護者に対する

調査によって明らかにしようとした。 

(3) 外国人学校側の教育方針・経営戦略の多 

角的把握。対象校 16 校の経営者・教員・同

窓会関係者等に対する聴き取りを実施し、学

校経営に携わる側の教育戦略をできるかぎ

り多面的に明らかにようとした。 

 

 

４．研究成果 

 2 年間の作業を通じて明らかになったのは、 

以下の諸点である。 

(1)外国人学校も、通常の学校と変わりない

学校であった。子どもたちが元気に学び、カ

リキュラム・授業に工夫を凝らす教師がおり、

学校の存続・発展のために知恵をしぼる管理

職・経営者がいた。 

(2)他方で、外国人学校と一括されるものの

なかの多様な姿が見えてきた。歴史の長さ

（19 世紀末にスタートした学校もある）・規

模の大きさ（10 人程度から数百名まで）・教

育内容（日本の教科書を使うところから本国

のものを使うところまで）・経営者層（ブラ

ジル人学校とインターナショナル・スクール

では日本人経営者も存在した）等において。 

(3)各タイプの経営戦略はさまざまで、簡単

に概括することは難しい。それぞれが置かれ

たコンテクストに応じて、きわめて多様な経

営戦略がとられていた。 

(4)多くの外国人学校が高校の無償化の対象

となったり、大学入学資格の認可基準が弱ま

ったりするなかで、朝鮮学校だけに対しては



 

 

依然として「差別的」な扱いが続いている。

外交・政治にまつわる問題が、こうした事態

に深く影を落としている。 

(5)保護者の動きとして注目されたのは、イ

ンタナショナル・スクールのみならず、中華

学校や韓国系学校にも、「ふつう」の日本人

の子どもたちが通い始めているという事態

である。トランスナショナル化した社会を生

き抜くための教育戦略として、外国人学校へ

の通学が注目され始めている。 
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